
ポビドンヨード含嚇と温度の関係

一一不快感に対するアンケート調査及び口腔内の温度別CFU測定を実施して一一
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1.緒言

ポビドンヨードは抗菌スペクトルや国定ら 1)の報告などから有効性が高く評価されており、

臨床において、免疫機能の低下した患者や感染症をもっ患者の口腔内の細菌除去を目的に、ポ

ビドンヨード含歌剤を広く用いている O 特に、感染症が大きな社会問題となっている今日、含

歌は健康の管理面でも重要な位置を占めており、当結核病棟では、入院時のオリエンテーショ

ンにポビドンヨード含歎剤による含嚇(以下、ポビドンヨード含嚇とする)の指導を行ってい

るO しかし、当病棟のほとんどの患者がポビドンヨード含歌の有効性を理解しているものの、

その 8割強は、特有のにおいや味を不快に思いながら実施していた。

昨年我々は、ポビドンヨードの不快感を軽減することを目的として、堀口ら 2) ・本多ら 3)の

報告をもとに、 60C・240C・400C (以下、冷水・常温水・微温湯とする)の 3種類において、

試験管内での殺菌効果の比較と、健康成人を対象としたポビドンヨード含験実施時の不快感と

を調査した。それにより、微温湯が一番殺菌効巣がある、冷水による含歌が不快感を軽減でき

る、また、冷水を10秒間口に含めば常温まで上昇する、という結果を得た。

そこで今回我々は、この結果をさらに発展させるため、実際に毎日含駄をしている患者でも

冷水が最も不快感を軽減できるのではないか、そして、試験管内と比較して口腔内では冷水の

殺菌効果が向上し、常温水や微温湯と差がなくなり問題とならなくなるのではないか、という

仮説のもと研究を行ったのでここに報告する。

11.方法

1.アンケート調査調査(表1)

1時間絶飲絶食が保たれている状態で、各温度の試験含歌剤を用いて10秒間のクチュクチユ

うがいを 1回ずつ実施し、すぐにアンケー卜(におい・味の広がり・苦味・あと昧・爽快感・

温度に対する苦痛の有無、について 5段階評価)に答えてもらったo 含験は 1日に繰返し実

施するとポビドンヨードに慣れて感覚が鈍くなる可能性があるため 3日間に分けて実施したo

アンケート結果は点数化し、点数が高いほど「快」とした。

2. 口腔内常在菌数の ì~)J定(表 2)

3.試験管内での殺菌効果比較試験(表 3)
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*被験対象者:4名の健康成人

*試験含l歎剤.冷水・常温水・微温湯の30倍希釈ポビドンヨード、含微剤10m2

*中和剤: 1 %チオ硫酸ナトリウムと2.5%Tv巴en80の混j夜

*培地 TrypticSoy Agar培地

4. 口腔内での殺菌効果比較試験(表 4)

*被験対象者:5名の健康成人

*試験合嚇剤:冷水・常温水・微温湯の30倍希釈ポビドンヨード含取剤20m2

*培地 Tryptic Soy Agar培I也

5. 口腔内での合l歎剤の温度測定

冷水のボビドンヨード含轍剤を口腔内でクチュクチュしながら含んだ。その10秒後にシャー

レに吐き出し、水温計で吐き出した含敷剤の温度を直ちに測定した。なお、実験操作は全て

260Cの室温下で実施した。

ill. 研究期間

方法 2 ・ 3 平成11年11月 24 日 ~11年12月 16 日

方法 1 ・ 4 ・ 5 ・平成12年 7 月 9 日 ~12年10月 2 日

IV.結 果

1.温度によるイメージの変化

希望する温度を比較すると、 i令7.kを好む者が48.7%・常温水28.2%・微温湯23.1%であっ

た(図1)。項目別の点数では、苦味を除く全てにおいて冷水が一番高値を示していた(図

2 )。

i令水は爽快感がある・歯に凍みる、常温水はいつもの温度で慣れている、微温湯ではぬる

くて気持ちが悪い・冬場に使いやすい、という自由回答もあり個人的にバラツキもみられた

が、常温水または微温湯よりも、冷水による含歌の方が不快感が軽減できた。

2. 試験管内での含歌剤の温度と殺菌効果との関係

口腔内常在菌の生残率は、微温湯では、 30秒殺菌後0.42%に減少した。常温水では30秒後

11.68%に減少した。冷水においては、 30秒後26.36%であった。(図 3) 

3. 口腔内での含嚇剤の温度と殺菌効果との関係

口腔内常在菌の各対象者の生残率を平均すると、微温湯では、含敬後2.01%に減少した。

常温水では2.63%に減少した。冷水においては4.6%であった(図 4)。なお対象者の個々の

生残率は図 5に示す通りである。

4. 含轍剤の温度変化

冷水の初期温度は 60Cであったが、 10秒後には22.20Cまで上昇した。



V.考察

含歌剤のイメージにおいては、 i令水が最も「快」であるという結果が得られた(図 1・2)。

ポビドンヨードは揮発性があり温度が高いほど強いにおいを発し、「薬品臭い」という感覚に

もつながる。しかしポビドンヨード含験剤を冷やすことで、それを抑えることができたと思わ

れる。また温度と味覚の闇値の関係は、昧の要素によって異なるが、一般に舌は20~400Cで一

番敏感になる 4)とされている。よって、低温にすることで味覚の闇値が栢対的に高まり、にお

いや昧が感じにくくなり、ポビドンヨードにおいても不快感が軽減できたと考える O

次に含験剤の殺菌効果について考える。試験管内の実験では、口腔内常在菌の生残率は含瞬虫

剤の温度が高い11慣に低くなっており(図 3)、これは温度が高いほど殺菌効果も高くなったと

いえる O 消毒剤lは低温では殺菌速度の遅延がみられる 5)との報告があり、試験管内での実験で

はポビドンヨード含歌剤もそれに準じていた。口腔内の実験では菌の生残率は温度が高いほど

減少したものの、その差は小さかった(図 4)。これは、温度聞の殺関効果に明らかな差はな

く、冷水と他の温度との遜色はないといえる O また、試験管内での結果に比べると、口腔内で

は冷水の殺菌効果が向上していた。さらに、冷水を口腔内に含むことで10秒後には常混近くま

で温度上昇した結果を合わせると、冷水の含取剤は口腔温により温められたことで殺菌効果が

向上したと考えられる。よって、ポビドンヨード含験を冷水で実施する際は、 10秒以上口に含

むことで常温水・微温湯での含!歎とほぼ同等の殺菌効果を得ることができ、ポビドンヨード含

歌剤は全ての温度で効果を発揮できると考える。

以上のことから、冷水を用いることで、ポビドンヨード含取を不快に思う患者でも抵抗なく

スム ズに含嚇の導入を図れるのではなし、かと思われる O 今回の研究から、ポビドンヨード含

歌を患者に指導するにあたっては、 i令水を好む患者に対しては l回の含敷時聞を10秒以上とす

る、そして、個々の患者の好む(ポビドンヨードの不快感を一番軽減できると感じる)温度を、

患者自身に選択してもらうことで、より安楽で効果的な含敢につながると考える O 今後の含歌

の指導に、この結果を活かしていきたし、。
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表 1 アンケート調査 表2 口腔内常在菌数の測定

対象研究の主旨、及び 1時間絶飲絶食が 被験対象者 :4名の健康成人

必要であるという説明を行い、同意を得られた 培地:Tryptic Soy Agar培地

当結核病練入院中の感覚器系に異常のない

男女31名(平均年齢53歳) 測定方法 ① 空腹時Iこ軽〈水で含献する

※口腔外科・耳鼻咽喉科受診中、 ②①の直後に唾液を採取する

及び発熱のある者は除外 ③②を無菌水で 10'まで希釈する

④③からO.lmQを培地に塗沫する

場所司南三階病棟内 ⑤ 37"Cで48時間埼養後lこCFU

室温町 24-26"C (コロニー形成単位)を測定する

湿度 60-76% ⑥ CFUと希釈倍数を乗じて

唾液 1嶋中の口腔内常在菌数とする

試験含轍剤ー冷水・常温水・微温湯の

30倍希釈ポビドンヨード含嚇膏tl2伽叫 ※実験操作は全て20"Cの室温下で実施した

表3 試験管内での殺菌効果判定方法
表4 口腔内での殺菌効果判定方法

① 1時間絶飲絶食にする

②試験直前に水で含献する

③②の直後に唾液を採取する

④③を無菌水で 10倍希釈する

⑤④を各温度の試験含轍剤と混和する

⑥ 30秒後と60秒後に⑤を中和剤に添加して

含轍剤を不，舌化させる

⑦⑥から0.1同ずつを培地に塗沫する

⑧ 37"Cで48時間培養後lこCFUを測定する

⑨ 各含轍郵j中の口腔内常在菌の生残率を算出する

① 1時間絶飲絶食にする

②試験直前に水で含轍する

③ ②の直後に生食(生理食塩漉)10mllで10秒間含敵する

(ポピドンヨード含阿佐前のコントロールの菌放とする)

④③を無菌水で103.....105倍まで希釈する

⑤各温度の試験含轍剤を用いて 10秒間含献を 1回行う

⑥ ⑤の直後に再び生食 1白叫で10秒間含献する

(各温度のポピドンヨ ド含職後の菌液とする)

⑦⑥を無菌水で10-10'倍まで希釈する

⑧ @X1)から0.1柑ずつを培地に塗沫する

⑨⑧のCFUと希釈倍数在乗じて

各菌液 1暗中の口腔内常在菌数とする

⑩ 37'tで48時間培養後!こCFりを測定する

⑪ 各温度による含敵前後の菌の生残率を算出する
※実験操作は全て20'Cの室温下で実施した

※実験操作は全て26'tの室温下で実施した
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図 1 希望するポビドンヨード含轍剤の温度 図2 アンケー卜項目別の点数
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